
















































































































































































































































3） 第 3段階　20XX 年 10 月上旬～ 20XX+1 年 1月下旬　「高校卒業および進学後の生活への不安
に対するサポート」の時期
この段階は，夏休み明けから学年末試験が終わる翌年 1月下旬までの期間で，高校卒業への不安や
進学後の生活への不安について，サポートを行った時期である。この時期には，A子が放課後来室し
た際に，計 10回の面接を行った。
A子は，10月以降の面接では，まず始めに学業成績に対する不安やこのままでは進学が取り消さ
れてしまうのではないかといった不安について語ることが多かった。学業成績については，「テスト
で赤点を取ったらどうしよう」と心配してテストの度に一喜一憂したり，「テストがうまくいっても
提出物を出すのが苦手だから，提出物を出せずに単位をもらえないかもしれない」等の不安があるこ
とを来室するたびに語っていた。一方で，「赤点がなかった」「リーディングの提出物をきちんと提出
できた」等の報告があった際には，「今日は順風満帆な1日だった」等の発言が見られることもあった。
報告者は，A子の報告に対して，A子ができたことに注目して賞賛したり励ますことで，A子の適応
行動を強化するよう努めた。
また，進学については，「早く短大生になりたい」「進学したい」と希望を語る一方で，「短大生に
なる実感がわかない」「短大での 2年間の学校生活を暮らしていけるのかな」といった進学後の生活
に対する不安について語ることも多かった。報告者が，「どんなことが心配なの？」と聞くと，「ちゃ
んと朝起きられるか」「ちゃんと大学にたどり着けるか」「管弦楽部に入れるか」「どこでアルバイト
をするか」といった内容が挙げられた。報告者は，A子は学習面の不安というよりは，新たな環境に
適応できるかといった漠然とした不安を抱いていることを感じ，大学のキャンパスへの行き方や部活
動のことを一緒に調べて A子の不安を軽減する，報告者の学生時代のアルバイトについて話をする
ことで，A子が短大生活について具体的なイメージを持てるようなモデルを示すなど，情報的サポー
トを行うことにより，行動調整を促した。
さらにこの時期，A子は中学時代の友人関係や教師との関係について話すことが増えた。その中で，
中学時代に仲の良かった友人がいるが，今は相手が忙しくて遊べないと話した。また，B高校にも友
達はいるが，学校外でも遊びに行けるような仲の友人はいないことが語られた。報告者が，「最後に
仲の良い友達と遊んだのはいつ？」と尋ねると，「去年の部活の同窓会の時かな」と，中学時代の同
級生が集まる公式行事を上げた。そして，休日は 1人で出かけることが多いこと，1人で行動するこ
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とが多いことについては，趣味や好きなものが合う友人が少ないし，自分はそういうタイプだと笑っ
て話す反面，「先生（報告者）と一緒に遊びに行くのはだめ？」と聞いてくるなど，1人でいること
に寂しさを感じている様子もうかがわれた。報告者は，A子の語るエピソードから，A子にとって支
えとなっている中学時代の友人関係は，表面的でその場限りの関係にとどまってしまっている可能性
を感じた。しかし，現時点で A子はそのことに直面化できず，時間の経過とともに「楽しかった思
い出」に認知を修正することで情緒の安定を保っているように感じた。そして，そのような対人関係
形成・維持の難しさが，A子の進学への漠然とした不安を助長するものとなっているようにも感じら
れたが，この問題に A子が直面化するにはさらなる長期的な支援が必要と考えられたため，本事例
においては進学後の適応を促す行動調整支援にとどめることとした。
4）終結
A子が春休みに入る 1月末に終結の面接を行った。A子は，高校生活について最も思い出深いのは
「国体でプラカードを持って入場行進を手伝ったこと」だと話し，楽しかった思い出を中心に語った。
相談室についても「好きな話ができて楽しかった，今日で終わりなのは寂しい」と語り，「高校生活
でつらかったことはなかった」と話した。報告者が「部活動は？」と尋ねると，すっかり忘れていた
というような驚きの表情を浮かべ，「大変だった」と答えた。嫌だったことよりも楽しかったことに
焦点化して笑顔で語る A子の様子から，報告者は A子自身が抱える根本的な問題には未だ直面化で
きずにいることを感じたが，一方で，直面化しないことが A子に情緒の安定をもたらしていること
を感じた。3月の A子の卒業により，終結となった。養護教諭からの報告によると，A子は 4月以降，
系列短期大学で希望の進路に向かって勉学に励んでいるとのことだった。
4．考察
1）アスペルガー症候群の生徒への高等学校における学校不適応への支援のあり方について
小宮山・近藤（2009）は，二次障害として表出する不登校やひきこもりへの支援においては，対人
関係における違和感，被害感，不快感，不安感を抱えていることが多いため，本人が少しでも安心
して過ごせるような環境の調整や支援関係をつくることが重要であると述べている。また，近藤ら
（2004）は，アスペルガー症候群の生徒が社会的孤立を経験しているときには定期的な個人面接が重
要であることを強調し，まずは本人の話に耳を傾けることを重視し，次のステップとして個々のケー
スの得意と不得意を把握したうえで，自己評価が高まるような得意な課題から少しずつ不得意な課題
にも取り組んでもらうようなソーシャルスキル・トレーニングやアクティビティを実施している。
本事例においては，A子が登校を渋る発言をした段階で，部活動における対人関係での苦戦につい
て養護教諭，SCが聞き取りを行い，A子の不安を高め学校適応を阻害する要因となっていた部活動
への参加を見合わせることにより，A子が安心して登校できるよう環境調整を行った。そのうえで，
A子自身の自己評価を高め，登校を促進するために，A子自身にとっても差し迫った課題であり，取
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り組む意欲のあった進学目標の達成に焦点を当て，進路希望を達成するために必要なことを明確に伝
えて行動計画を立て，A子自身がどうしたいのかを自己選択させる行動調整支援を行った。本事例に
おける A子への対応は，心理教育的援助における予防的な援助の枠組みに沿ったものであり，医療
行為や心理臨床的な援助などアスペルガー症候群の生徒への特別な対応ではなかったが，A子のもつ
アスペルガー症候群特有の認知パターン等の特性を加味して行われた対応であった。まずは二次障害
の表出にかんがみ，情緒を安定させることを優先し，そのうえで，A子が課題に取り組むうえで心理
的負担の少ない課題を設定し，取組んだ内容を評価することで段階的に適応行動を強化していったこ
とが，A子の不登校を予防し，進学希望を達成することにつながったのではないかと考えられる。学
校現場における援助として，アスペルガー症候群の生徒のための特別な対応ではなく，他の生徒にも
汎用可能な対応の枠組みを用い，そこに障害特性を加味した対応を行うことによって一定の効果が得
られたことは，高等学校でインクルーシブ教育を進めていく上でも，意義があるものと考えられる。
2）思春期適応に関わる早期把握・早期療育について
安達（2005）は，軽度発達障害の思春期適応には前思春期までの適応状態が関連しているとし，発
達障害の早期把握・早期療育を通じて，子ども自身の戸惑いや不安を少しでも軽減していくことの必
要性を述べている。そして，「他者との関係性における自分」のよきイメージ形成に資する体験を子
どもが積み上げるための支援が思春期適応の鍵となると述べている。
本事例においては，A子は小学校高学年の時期に療育を受けた経験をもち，小学校時代の担任や中
学校時代の友人関係について，ポジティブな自己イメージを形成していたと考えられる。そしてその
ことが，A子の高等学校における学校適応感を支え，A子自身の情緒の安定性を保つことに寄与して
いたという点で，二次障害の表出をある程度抑制していたとも考えられる。そして，不適応行動が表
出した際にも，早い段階で情緒の安定がはかられたことにより，その後の行動調整支援につなげるこ
とができたと考えられる。
一方で，A子が義務教育段階で受けた学校不適応を予防する環境調整等の手厚い支援においては，
高等学校や大学，社会において適応していくうえで求められる，他者との関係調整や集団適応に必要
なスキルを自己判断に基づいて発揮することができるといった自律的な行動の定着は十分ではなかっ
た可能性が推察された。特別支援教育の推進に関する調査研究協力者会議高等学校ワーキング・グ
ループ（2009）においては，アスペルガー症候群等の発達障害のある生徒へのキャリア教育・職業教
育について，高等学校段階においては，生徒の社会生活や企業就労に向けた適応力を高める観点か
ら，コミュニケーション能力，対人関係構築力などの社会生活上必要なスキルが身についていないと
いった課題に対応した適切な指導や支援を行うことの重要性を述べている。つまり，高等学校におけ
る SCや教育相談担当に求められる役割として，当該生徒が学校不適応に陥らないための環境調整支
援だけでなく，自己判断で適応的な行動を選択できる力を段階的にトレーニングしていくといった現
実場面に即した行動調整支援が求められると考えられる。
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